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1.はじめに

検索対象のアイテムには共通の n 個の属性があるとする
と，アイテムの各属性を軸とし，アイテムを要素とした n次
元の属性空間として表すことができる. 一般に，適合フィー
ドバックは，属性空間のある領域を正解領域とみなし，ユー
ザにその領域に関連するアイテムを提示する.

2.適合フィードバックの問題点と解決策

適合フィードバックでは，ユーザは移動するごとに自分の
求めるアイテムに近づく感覚を得られるが，最終的にシステ
ムが提示したアイテムよりさらに自分の求めるアイテムがな
いという確信を得ることができないため，ユーザの検索結果
に対する納得感に欠ける.

そこで，どのような経路をたどって要素を移動してきたの
か，また最終的に導かれたアイテムの位置から見て，移動し
てきた経路を除く方向にさらに自分の求めるアイテムにふさ
わしいものがないのかをユーザ自身が知ることで，納得感が
増すと考えられる.

本研究では，ユーザが属性空間での移動経路と現在いる位
置から見た属性空間のアイテムの配置を把握しやすいインタ
フェースを提案する.

3.提案インタフェースの要件

要件として次のものが挙げられる.

• 多次元の属性空間の領域をユーザにどう見せるか

• 膨大なアイテムをユーザにどう見せるか

ユーザに多次元の属性空間の領域を見せる際，多次元でそ
のまま表示する方法が考えられる. しかし，～～に用いるよ
うな数千次元に及ぶ多次元空間をそのまま提示することはで
きない. また，２次元による表示が３次元による表示より優
れているという報告もある [1]. そこで、本研究では、n個の
属性のうち，特に重要な属性を２つ設定し，その２つの属性
を軸とした二次元平面の属性空間でのアイテムの配置をユー
ザに見せる.

本研究では，画面に収まりきらないほど大量のアイテム集
合からの検索を想定する. そこで，ユーザに見せるアイテム
の数を工夫する必要があり，ユーザの見たい領域のアイテム
に絞って見せることで，ユーザの負担も最小限に減らすこと
ができると考えられる. ユーザは次の判断の際，それぞれあ
る領域のアイテムを判断材料として知る必要がある.

1. 移動する必要があるか否か
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2. 移動するとしたら，どの方向にどの程度移動する必要が
あるか

ユーザは現在いる位置のアイテムが自分の求めるアイテム
に一番近いアイテムか否かを知る必要がある. そのためには，
現在いる位置のアイテムとその周辺のアイテムを見る必要が
ある.

もし，現在いる位置のアイテムより周辺のアイテムの方が
自分の求めるアイテムに近い場合，そのアイテムの位置に移
動すれば良い.

もし，現在いる位置にも周辺にも自分の求めるアイテムに
近いものがなければ，大きく移動する必要がある. その場合，
ユーザはどの方向へどの程度の大きさで移動すれば良いか知
る必要がある.

そこで，現在いる位置からある方向への段階的なアイテム
の配置を見せることで，どのくらいの大きさで移動すれば良
いか知ることができると考えられる. しかし，方向を定める
ためにはシステムが一度に全方向のアイテムの配置を表示す
るか，一方向のみのアイテムの配置を表示し，ユーザに度々
方向を変えてもらう必要がある. 一度に全方向のアイテムを
表示するのは膨大なアイテム数になるし，ユーザが細かく方
向を変えていたら，ユーザの負担が大きくなる.

そこで，周辺と遠方との境界線上のアイテムも見せること
で，ユーザが方向を定めるための負担の軽減になると考えら
れる.

これより，提案インタフェースでのユーザに見せるアイテ
ムの領域を図 1に示す.

図 1より，ユーザの次の検索を支援するインタフェースを
提案する.

図 1: ユーザが知りたい領域

4.提案インタフェース
4.1.検索対象のアイテム
検索対象のアイテム I1～Im とし，それぞれのアイテムに

は共通の属性 A1～An が存在する.
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4.2.初期設定
1. それぞれの属性 A1～An に対して属性値 V1～Vn を設
定する.

2. 特に重要と考える属性 Ax , Ay を A1～An から選択
する.

4.3.表示内容
図 2に初期設定後のインタフェースを示す.

図 2: 提案インタフェース

図 3: 枠１のひし形が回転する様子

提案インタフェースは図 2の左上の枠１と右上の枠２とそ
の下の枠３の３つの大枠で構成される.

枠１は，現在いる位置 (Vx, Vy)として，(Vx, Vy)を中心
とした，横軸 Ax、縦軸 Ay の二次元平面の属性空間の全体
を示している (図 3). 枠２は複数の窓に区切られ，中央の窓
は現在いる位置のアイテム，その他の窓は周辺 (円内) に位
置するアイテムが表示される.

ユーザは現在いる位置から移動したいと感じたら，枠１の
円を移動したい位置へドラッグすることで移動でき，枠１に
おいて円がその位置へ移動する. また，枠１において円の位
置が変わったことで，円内に位置するアイテムが変わり，枠
２に円内に位置する新たなアイテムが表示される. さらに，
枠１の移動する前の位置から移動した後の位置に直線が引か
れ，移動する毎に直線が足されることで，ユーザは移動した
経路を把握することができる.

枠３に枠１のひし型内に位置するアイテムを表示する. 枠
３は複数の窓に区切られ，円に一番近いひし形の頂点から一
番遠いひし形の頂点に位置するアイテムが右から左に表示さ

れる. ひし形の中央に限り，ひし形の左右に位置するアイテ
ムが枠３の中央の上下に表示される.

このひし形は図 3のように円に沿って回転することができ
る. 枠３は枠２と同様に，ひし形の位置が変われば，枠３に
はひし形内に位置する新たなアイテムが表示される.

このインタフェースのユーザ操作を使い方を説明する.

ユーザは枠２と枠３を見て，移動するか否かを判断する.

もし，現在いる位置のアイテムが自分の求めるアイテムに近
いと感じる場合，周辺にさらに近いと感じるアイテムがある
可能性が高いことから，周辺に位置するアイテムを知ること
ができる枠２を見る. 枠２に現在いる位置のアイテムより自
分の求めるアイテムに近いと感じるアイテムがなければ移動
せず，あるならば，そのアイテムの位置まで移動する. もし，
現在いる位置のアイテムが自分の求めるアイテムに遠いと感
じる場合，周辺を探すより，大幅に移動し，その位置の周辺
のアイテムを見た方が自分の求めるアイテムを効率良く見る
けられると考えられる.

そこで，遠い位置のアイテムを知ることができる枠３を見
る. 枠３の右のアイテムから左のアイテムを見たとき，もし，
段々自分の求めるアイテムに近づいていると感じたら，枠１
においてひし形がある方向へ円をドラッグし移動する. もし，
段々近づいていると感じなかったら，枠３の中央の上下のアイ
テムを比較し，自分の求めるアイテムに近い方を選択し，枠
１において，そのアイテムのある方向へひし形を回転させる.

回転させながら，枠３の右のアイテムから左のアイテムを
見たとき，段々自分の求めるアイテムに近づいていると感じ
たら，回転を止め，ひし形がある方向へ円をドラッグし移動
する. 移動後，さらに移動するか否かを判断し，移動しない
と判断した時点で，枠２の中央に表示されているアイテムが
ユーザの求めるもっとも近いアイテムとして検索を終了する.

5.まとめと今後の課題

本研究は適合フィードバックを用いた検索において，ユー
ザの納得感を高めるために，属性空間の移動経路をユーザに
見せる方針を採った. ユーザに負担が少なく，かつ把握しや
すいインタフェースを提案した. 本稿では，ユーザに表示す
る属性空間の軸の設定は初期設定で行い，その軸の変更は考
慮していない. その理由は，本インタフェースでは，検索途
中で軸を変更した場合，変更前に移動した経路をユーザに表
示することができないためである. しかしながら，初めの時
点で２つの属性に絞ってしまうことで，ユーザは他の属性に
対する評価ができなくなってしまうことから，軸を変更して
も変更前の移動経路がユーザに分かるような表示は必要だと
考えられる. それは今後の課題である.
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